
2026年度　修士論文中間発表
ポスター発表＠8号館7,8階 東エレベーターホール

10月6日（火）、10月7日（水） 11:00〜17:00

プログラム
コアタイム：12:30〜14:00

コアタイム日 番号 氏名 分野 題目

10/7（水） P-1 関谷 優樹 気候学研究室 関東地方における激しい雷雨の地理的特性

10/6（火） P-2 荒金 元晴 気候学研究室 台風が関東地方の熱的快適性に与える影響

10/7（水） P-3 栗城 亮大 都市・人文地理学研
究室

供給資源別にみた公立図書館の制度的・物理的アクセシビリティと
住民による図書館の利用行動との関係

10/7（水） P-4 小野 叶夢 地理情報学研究室 アユの漁獲量と水環境に関する統計解析 ―赤潮と水温に着目して―

10/6（火） P-5 大塚 静空 都市・人文地理学研
究室

日常生活の中で展開される科学実践に対する時間地理学の応用

10/6（火） P-6 劉 雨松 地理情報研究室 Timing and Persistence of Local Surface Warming around
Impervious-Surface Transitions: A GAIA–MODIS Analysis of Greater
Tokyo

10/7（水） P-7 武田 和大 地理情報学研究室 連続的な空間を考慮した旅行者行動のシミュレーションの精緻化 ―
江の島を対象として―

10/6（火） P-8 小池 青 環境地理学 東日本太平洋側における常緑広葉樹の分布上限と分布北限の比較

10/6（火） P-9 吉田 優駿 地形・地質学研究室 高知県・徳島県の山地部における活断層分布と活動履歴の解明

10/7（水） P-10 水島 直紀 都市・人文地理学研
究室

大都市圏郊外鉄道駅周辺における近年の商業環境の変化ーー埼玉県
川口市川口駅周辺を事例に

10/7（水） P-11 DARIIMAA
GERELJARGAL

気候学研究室 モンゴルの永久凍土地域における降水量が地温に与える影響

注1： ポスターは10月6日（火）11時までに指定のパネルに掲示してください（発表者全員）
注2： 本発表会は，博士前期・後期課程の「地理環境科学特別セミナーⅡ, Ⅳ, Ⅵ, Ⅷ」に該当します。

必ずコアタイムの議論に参加し、ポスター横に添付した用紙に出欠確認の記名をしてください。
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